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j
の
彩
り

`
]
本
菊
抱
大
会
開
幕

｛
今
年
も
神
郡
宗
像
に
菊
の
季
節
が
到
来
し
ま
し
た
。
第
四
十
一

L
.』
]
西
日
本
菊
花
大
会
（
宗
像
大
社
菊
花
会
、
宗
像
観
光
協
会
共
催
）

t
 い

｛
半
＇
一
月
一
日
に
開
幕
、
境
内
は
多
く
の
菊
花
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
こ
の
菊
花
大
会
は
、
質
・
量
と
も
に
全
国
屈
指
の
規
模
を
誇
り
、

た
い
り
ん
け
ん
が
い
ふ
く
す
け

2

愛
好
家
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
、
大
輪
・
盆
栽
．
懸
崖
・
福
助
・
ダ

＿
ル
マ
作
り
・
古
木
添
え
木
・
洋
菊
．
千
輯
既
ぎ
．
一
文
字
作
り
・
菊

-
9
 .

]
人
形
と
様
々
な
種
類
の
菊
約
三
千
鉢
が
出
品
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

i
．
又
、
『
今
年
起
き
た
様
々
な
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
一
助

．
~
と
な
れ
ば
』
と
い
う
菊
花
会
々
員
の
皆
様
の
お
気
持
ち
に
よ
り
震
災

.. 

復
興
祈
念
花
壇
を
特
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
拝
者
の
皆
様
に

·
は
是
非
、
足
を
お
留
め
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

し
―
期
間
中
、
境
内
は
観
菊
者
・
七
五
三
詣
で
の
家
族
連
れ
等
で
大

5●
い
に
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
「
菊
み
く
じ
」
、
「
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
」
（
勅

ふ
使
館
）
も
設
け
ら
れ
、
ま
た
菊
苗
・
菊
花
、
地
域
の
特
産
品
や
軽
食

の
販
売
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
何
か
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
緑
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
た
菊
花
会
々
員
に
お
気
軽
に
お
声
掛

け
下
さ
い
。

尚
、
本
年
は
開
催
期
間
が
十
一
月
一
日
ー
ニ
十
二
日
迄
と
例
年

よ
り
会
期
が
一
日
短
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
気
を
付
け
て
ご
参

拝
下
さ
い
。

♦
宗
像
一屈聾□●

つ食 なみ

1 日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮・第三宮祭
宗像護国神社

月命日祭
午前 1 1 時～
総社祭

浦安舞奉奏

3 日明治祭

午前 1 1 時～

15日月汲祭併
七五三祭

午前10時～
総社祭・高宮祭

第二宮・第三宮祭

23日新嘗祭

午前 1 1 時～
豊栄舞奉奏

口
直
詞
叫

上
げ
「
頂
き
ま
す
」
「
御
馳
走
様
で
し
た
」
と
な
る
。

こ
の
二
首
の
和
歌
は
『
玉
鉾
百
首
』
の
中
で
国
学

者
本
居
宣
長
が
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
り
、
五
穀

や
全
て
の
木
草
の
育
み
は
天
照
大
神
の
御
加
護
で

あ
り
、
豊
受
大
神
か
ら
の
恵
み
に
感
謝
し
よ
う
、

と
い
う
意
味
で
あ
る
マ
他
の
宗
教
で
も
そ
の
作
法

は
様
々
で
あ
る
が
、
食
事
の
際
に
神
仏
の
恵
み
に

感
謝
し
、
祈
り
を
捧
げ
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し

て
い
る
烹
成
々
神
職
が
食
事
の
度
に
こ
の
和
歌
を

あ
げ
て
い
る
か
、
と
問
わ
れ
れ
ば
実
践
さ
れ
て
い

る
神
職
は
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
頂

き
ま
す
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
多

く
に
自
然
と
染
み
つ
い
て
い
る
文
化
で
あ
る
。
宗

教
で
は
な
く
文
化
と
し
て
の
こ
の
よ
う
な
言
葉
は
、

他
国
で
は
見
ら
れ
な
い
。
世
界
中
が
認
め
た
「
も
っ

た
い
な
い
」
と
同
様
に
見
直
さ
れ
広
め
ら
れ
る
べ

き
文
化
で
あ
り
、
誇
る
べ
き
我
が
国
の
国
民
性

を
示
し
て
い
る
マ
し
か
し
現
在
の
我
国
で
は
こ
の

精
神
が
希
薄
に
な
っ
て
は
い
な
い
か
。
外
食
し
た

際
、
手
を
合
わ
せ
「
頂
き
ま
す
」
と
言
っ
て
い
る
姿

は
ま
ず
見
ら
れ
な
い
。
更
に
は
「
給
食
費
を
払
っ

て
い
る
の
に
何
故
い
た
だ
き
ま
す
と
言
わ
せ
る

の
か
」
等
と
い
う
保
護
者
も
い
る
よ
う
だ
。
東
日

本
大
震
災
、
台
風
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
今
年
、

日
本
の
国
民
性
・
精
神
性
を
見
直
す
動
き
が
顕
著

に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
の
世
界
に
誇
る
べ

き
「
頂
き
ま
す
」
の
文
化
も
習
慣
と
し
て
の
言
葉

だ
け
で
な
く
、
そ
の
精
神
性
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、

繋
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
長
）

神具・装束・授与品

令井肉
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

株式会社立江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 篭話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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主み
午基あ
前地れ
八方祭
時凰涌
半｛合上

悶；全
宮神

盈翌
御
................................ 

ーコ一言□ [ 翌主＝デ饗歪辛攣ぞ胃芯哀九
.:._ ＿三三芦ユ＝三□ 盆盃げ

お船百で流長波港大九載成御津祠神た神島先学安璽津津斎
りが五飾し手切°島閥せ幸座宮海輿゜幸港導校しを宮宮行
—待十らて五御港港ーし丸船の は沖がまの鼓‘神御本さ
隻機隻れ大 幣外 ＋、―----,神色御津行でも笛大輿神殿れ
のしのた漁白．にを分午に饂輿、座宮ゎ陸と隊島に璽にた
御て漁約旗吹御は出、前お—は中船のれ上大の小奉、奉神
........................................................................................................................................................................................................................ 
ろ船 母御停＝壮 のわ津よ 座
さはそ港座蔚薔万大合れ宮り一箪
れ神れへ船 のー船流‘の辺方 L
た湊をそを約御語団地御御津、続
三港見れ、周百座にの点座神宮辺い
基に送そ回五船尽神ま船璽出津た
の入つ翡し十はき幸で--,が御宮゜じン—関造竺円畠］ □ 召〗悶 9 口蓼瓦
は船隻t→七傘農合様た一港斎生
、かの：浦 ｛中流ば：でに行則
神ら御 の言合しー 海向°九 . 
湊降座 各、でた勇 上か辺時 枷可耐出｀］し」•.
............................................................................................................................ 

が体当区た通神三 大る記後しの
結に大コ°り幸十本き御念‘頓高
成よ社ミそ神が年年な奉品御宮台
さり氏ヨ九湊頓振は拍仕が座祭に
れ陸子デ悼郵宮り地手に贈船があと~.
‘上青｛ 便よに元が対呈奉斎る胃塁年宗籍局り徒か起しさ仕行頓
を 会像湊ま神歩ら←‘れ者さ宮
担害な、観·で湊にの足参るにれま
っ付と光田延市よ要。列と感たで
た委の協島伸街る望 者深謝°御
。員諸 両さ地陸で よ甚状祭神
御会団会地れを上約 りな．典幸ヒ墨堕追注
............................................................................................................................ 

た導校持宮さ移御でりと麿涸塁屯．．□ -三11芦｀：

〗゜冑〗i::] [〗］口畠羹畠｛；崖mf▲
き 通御元居津白でれな持も東
本 り、長住か宮バ御た姿し御・地
殿 本手民らiーイ神°のて長東元
に 殿をこは両消菫同御御手郷住
て へ捧則‘か防が郵神神＾等民
秋 入持述神い車御便幸幸紅のの
季 御しの職‘に座局がに白各外
大 さて小が辺先車前神加吹小、
祭 れ先学捧津導にの湊わ流学玄

祭
斎
行

S

陸
上
神
幸
往
時
の
姿
へ
、
』

天
に
恵
ま
れ
一
＿
一
日
間
で
約
二
十
万
人
が
参
拝
s
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一
日
祭
（
入
御
祭
）
が
斎
行
さ
れ
、
丁
同
け
、
次
々
と
矢
を
射
る
と
参
拝
一
こ
瀧
口
宗
芳
氏
以
下
同
社
中
に
よ
る

高
向
宮
司
の
祝
詞
奏
上
に
続
い
て
、
二
者
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
こ
浦
安
舞
奉
奏
二
献
茶
祭
が
斎
行
さ
れ
見
事
な
御
点

保
存
会
奉
納
の
主
基
地
方
風
俗
舞
丁
た
。
一
午
前
十
一
時
よ
り
三
日
祭
斎
二
則
を
披
露
さ
れ
た
。

が
厳
か
に
奉
奏
さ
れ
恙
無
く
祭
典
一
午
前
十
一
時
か
ら
の
二
日
祭
で
二
行
。
福
岡
市
の
喜
多
流
能
楽
師
・
一
ま
た
午
後
六
時
に
は
、
高
宮
神

は
終
了
し
た
。
こ
ほ
、
地
元
玄
海
中
学
校
の
女
子
生
ご
梅
津
忠
弘
師
同
社
中
の
奉
仕
に
よ
二
余
備
祭
が
高
向
宮
司
以
下
神
職
・

こ
徒
四
名
に
よ
る
浦
安
舞
が
奉
納
さ
：
り
、
能
管
や
鼓
の
鳴
り
物
に
合
わ
二
坐
女
、
氏
子
青
年
会
外
の
奉
仕
の

＂
＂
旦
目.. 
＇
―
―
れ
、
十
二
単
を
身
に
纏
っ
た
舞
姫
の
口
せ
能
楽
「
翁
舞
」
が
神
前
に
奉
納
さ
・
下
斎
行
さ
れ
、
浄
闇
の
祭
場
で
「
悠

流
鏑
馬
神
事
、
浦
安
舞
奉
奏
二
姿
は
、
詰
め
か
け
た
多
く
の
参
拝

□
れ
、
神
妙
な
る
こ
の
舞
に
多
く
の
丁
久
舞
」
が
奉
奏
さ
れ
る
と
参
列
者

午
前
八
時
か
ら
神
門
前
の
馬
場
こ
者
を
魅
了
し
た
。
二
参
拝
者
は
足
を
止
め
見
入
っ
て
い
―
一
同
感
動
の
様
子
で
あ
っ
た
。
こ
の

道
で
流
鏑
馬
神
事
の
奉
納
が
あ
り
、
一
尚
、
氏
子
奉
幣
使
は
宗
像
市
赤
：
た
。
三
日
祭
終
了
後
、
引
き
続
き
二
尚
宮
神
奈
備
祭
で
三
日
間
に
亘
る

馬
上
の
射
手
が
地
上
七
認
の
的
に
」
間
地
区
の
谷
口
哲
二
氏
に
御
奉
仕
二
奉
仕
神
職
が
高
宮
・
第
二
宮
・
第
：
秋
季
大
祭
は
無
事
に
締
め
括
ら
れ

を
頂
い
た
。
二
二
宮
・
宗
像
護
国
神
社
の
各
祭
場
丁
た
。

べ
別
れ
秋
祭
り
を
斎
行
し
た
。
一
こ
こ
に
秋
季
大
祭
に
御
奉
仕
頂

午
後
二
時
か
ら
は
拝
殿
一
い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

で
南
坊
流
・
ニ
代
洗
心
庵
・
ニ
け
ま
す
。
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1/ 

ヽ

秋
季
大
祭
奉
仕
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

宗
像
大
社
氏
子
会

◎
海
上
神
幸
奉
仕

◆
沖
津
宮
御
座
船
福
海
丸

（
鐘
崎
）
船
長
・
権
田
能
教

◆
中
津
宮
御
座
船
第
二
成
幸
丸

（
大
島
）
船
長
・
藤
島
登

◆
辺
津
宮
御
座
船
健
栄
丸

（
神
湊
）
船
長
・
三
苫
健
二

◆
沖
津
宮
先
導
船
第
三
曙
丸

（
神
湊
）
船
長
・
吉
武
義
成

◆
中
津
宮
先
導
船
幸
福
丸

（
福
間
）
船
長
・
広
渡
和
幸

◆
花
火
船
生
漁
丸

（
大
島
）
船
長
・
上
野
美
実

◆
報
道
船
第
八
春
日
丸

（
大
島
）
船
長
・
遠
藤
英
樹

◆
報
道
船
第
三
宝
栄
丸

（
大
島
）
船
長
・
佐
藤
守

右
を
始
め
海
洋
神
事
奉
賛
会

（
会
長
・
権
田
仁
八
郎
）
参
画
の

宗
像
漁
協
・
鐘
崎
漁
協
等
所
属
の

漁
協
組
合
員
の
皆
様

◎
陸
上
神
幸
奉
仕

◆
御
座
車

西
久
大
運
輸
倉
庫
採
・
固
新
出
光

宗
像
地
区
タ
ク
シ
ー
協
会

宗
像
観
光
協
会

◆
先
導
車

宗
像
観
光
協
会

宗
像
地
区
交
通
安
全
協
会

宗
像
市
消
防
団
第
十
＿
分
団

◆
供
奉
車

宗
像
市
消
防
団
第
十
二
分
団

玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合

i
◆
鼓
笛
隊

i
大
島
小
学
校
児
童

一
◆
御
長
手
棒
持

i
玄
海
小
・
玄
海
東
小
等

i
市
内
各
小
学
校
児
童

一
◆
陸
上
神
幸
実
行
委
員
会

i
神
湊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

i
田
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

i
津
加
計
志
神
社
総
代

i
宗
像
観
光
協
会

i
宗
像
・
沖
ノ
島
世
界
遺
産
市
民
の
会

i
宗
像
市

i
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会

ロ
り
主
基
地
方
風
俗
舞
奉
仕

一
〈
舞
方
〉
中
野
久
志
、
清
水
陽
介

~
松
井
徳
一
郎
、
松
井
稔

i
〈
歌
方
〉
石
津
典
秀
、
吉
田
敏
幸

~
中
野
修
、
吉
武
倫
彦

~
永
島
卓
爾

一
◎
氏
子
奉
幣
使

i
谷
口
哲
二

一
◎
流
鏑
馬
奉
仕

i
宮
木
貞
彦
師
門
下

一
宮
本
卓
也
、
柴
垣
裕
司

木
稲
貴
史

i
◎
浦
安
舞
奉
仕

一
玄
海
中
学
校
二
年
生

i
大
森
可
南
子
、
中
野
沙
菜

i
山
本
繭
、
本
山
未
陽

]
◎
翁
舞
奉
仕

i
喜
多
流
能
楽
師
梅
津
忠
弘
同
社
中

i
◎
南
坊
流
献
茶
祭
奉
仕

i
二
代
洗
心
庵
瀧

□
宗
芳
同
社
中

一
◎
高
宮
神
奈
備
祭
奉
仕

i
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会

沖
津
宮
. 
中
津
宮
秋
季
大
祭
斎
行

十
月
十
日
・
十
一
日
の
両
日
、
二
奉
賛
会
、
同
翼
賛
会
、
同
敬
神
婦
一

筑
前
大
島
に
於
い
て
沖
津
宮
・
中
丁
人
部
の
ご
奉
仕
に
よ
り
社
殿
や
境
一

津
宮
の
秋
季
大
祭
が
厳
粛
且
つ
盛
丁
内
の
装
飾
、
又
中
津
宮
本
殿
東
側
一

大
に
斎
行
さ
れ
た
。
こ
」
は
秋
季
奉
納
演
芸
大
会
の
舞
台
i

こ
の
大
祭
は
旧
暦
の
九
月
十
五

□
か
設
置
さ
れ
た
。
午
後
五
時
、
沖
]

日
に
斎
行
さ
れ
、
漁
村
で
あ
る
大
こ
津
宮
逢
拝
所
、
中
津
宮
に
於
い
て
i

島
は
漁
止
め
と
な
り
島
全
体
を
挙
二
肖
宮
祭
が
斎
行
さ
れ
、
翌
日
の
大
[

げ
て
の
大
祭
と
な
る
。
又
、
神
賑
」
祭
の
無
事
斎
行
を
祈
念
し
た
。
i

行
事
と
し
て
島
内
の
各
地
区
・
団
一
翌
十
一
日
、
早
朝
よ
り
降
り
始
一

体
よ
り
演
芸
の
奉
納
も
あ
り
、
毎
一
め
た
島
を
清
め
る
雨
も
九
時
頃
に
一

年
盛
大
に
斎
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
は
止
み
、
沖
津
宮
遥
拝
所
に
て
沖
丁
中
津
宮
秋
季
大
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

十
日
、
早
朝
よ
り
沖
・
中
両
宮
こ
津
宮
秋
季
大
祭
・
大
島
の
最
高
峰
」
祭
典
は
高
向
宮
司
に
よ
り
国
家
・

に
鎮
座
す
る
御
嶽
山
頂
で
二
呈
室
の
弥
栄
を
祈
念
す
る
祝
詞
が

二
御
嶽
神
社
祭
・
宮
崎
地
区
二
葵
上
さ
れ
、
次
い
で
氏
子
の
島
民

で
厳
島
神
社
祭
が
其
々
支
：
を
代
表
し
、
奉
幣
使
の
藤
島
和
也

障
な
く
執
り
行
わ
れ
た
。
：
氏
が
祭
詞
を
奏
上
さ
れ
た
。
続
い

午
前
十
一
時
、
地
元
二
J
巫
女
が
神
楽
「
浦
安
舞
」
を
奉
奏

島
民
を
始
め
遠
近
の
篤
：
し
、
次
に
宮
司
・
奉
幣
使
・
参
列
者

信
者
多
数
参
列
の
も
と
、

□
か
各
々
玉
串
拝
礼
を
行
い
、
祭
典

は
厳
粛
裡
に
斎
行
さ
れ
た
。

午
後
一
時
三
十
分
、
秋
空

の
下
恒
例
の
「
奉
納
演
芸
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
子
供
達

に
よ
る
太
鼓
や
ダ
ン
ス
、
各

地
区
か
ら
は
舞
踊
・
カ
ラ
オ

ケ
等
が
披
露
さ
れ
、
秋
澄
む

境
内
は
神
人
和
楽
の
笑
い
と

歓
喜
の
声
に
包
ま
れ
た
。
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斎
田
抜
穂
祭

九
月
二
十
五
日
、
む
な
儀
」
で
は
田
長
た
る
協

か
た
地
区
良
質
米
支
援
協
議
会
会
長
に
よ
る
検

『

議
会
の
宮
中
献
上
米
斎
田
知
・
検
分
の
中
、
耕
作

1`

f— 

汀
[
[
い
□い
い
[
-
三

8
3いロ
コ
い

田
中
一
彦
氏
所
有
の
斎
田
・
［
3
．
刈
取
り
神
前
に
供
進

へ
出
向
、
谷
井
博
美
宗
像
市
長
、
伊
規
須
国
光
同
：
さ
れ
、
関
係
者
が
稲
の
無
事
収
穫
を
感

協
議
会
々
長
(
J
A

む
な
か
た
・
代
表
理
事
組
合
]
謝
し
玉
串
を
捧
げ
祭
典
は
終
了
し
た
。

長
）
ら
関
係
者
参
列
の
下
斎
行
さ
れ
た
。
こ
の
宮
一
続
い
て
「
抜
穂
行
事
」
が
行
わ
れ
、
た

中
へ
の
御
米
献
上
は
、
福
岡
県
下
の
持
回
り
で
戦
丁
ゎ
わ
に
育
っ
た
稲
穂
が
早
乙
女
等
に
よ
っ

後
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
尚
、
五
月
に
播
種
祭
、
二
J
心
を
込
め
て
刈
り
取
ら
れ
た
。
こ
の
献

六
月
に
は
御
田
植
祭
が
斎
行
さ
れ
て
い
る
。

9
上
で
は
、
御
米
と
共
に
稗
も
献
上
す
る
こ

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
午
前
十
一
時
よ
り
祭
丁
こ
に
な
っ
て
お
り
、
斎
田
の
一
部
で
育
て

典
が
執
り
行
わ
れ
た
。
五
穀
豊
穣
と
皇
室
の
弥
栄
：
ら
れ
た
稗
も
同
時
に
刈
り
取
ら
れ
、
抜

J
“
を
祈
念
す
る
祝
一
偲
祭
は
滞
る
事
執
り
納
め
ら
れ
た
。

詞
を
奏
上
、
続
一
十
月
十
七
日
に
は
、
当
大
社
本
殿
に

い
て
「
抜
穂
の
二
J
献
上
奉
告
祭
が
伊
規
須
国
光
同
協
議

JI
'

会
々
長
、
耕
作
主
・
田
中
一

I

ャ
し
●

彦
氏
御
夫
妻
ほ
か
関
係
者

ー
、
・
参
列
の
下
斎
行
さ
れ
献
上

r

米
・
稗
の
御
祓
い
が
行
わ
れ

,
t
 

．
後
日
、
こ
れ
ら
は
天
皇

ヽ
』
0
.

i

l―
陛
下
御
親
ら
御
親
祭
遊
ば

ぺ£
r

／
足
響
さ
れ
る
十
一
月
二
十
三
日

分
の
新
嘗
祭
で
供
さ
れ
る
。

・
検
L

｀
ユ
亭l
又
、
明
治
神
宮
に
も
奉
納

-
.
i
べ
．
一
、
渾

4

さ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

去
る
十
月
十
日
、
当
大
社
へ
藤
川
宣
重
氏
一
召
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
信
国
吉
貞
以
降
、

所
蔵
の
刀
一
口
が
奉
納
さ
れ
た
。
藤
川
氏
は
[
-
派
は
筑
前
に
移
り
筑
前
信
国
と
し
て
黒
田

昭
和
四
十
五
年
か
ら
当
大
社
が
所
蔵
す
る
刀
二
家
に
仕
え
鍛
刀
し
た
。
宇
佐
信
国
刀
は
安
心

剣
の
研
磨
を
続
け
ら
れ
、
永
き
に
亘
り
誠
心
こ
院
公
が
他
家
へ
の
刀
剣
売
買
を
禁
じ
た
た
め

誠
意
の
ご
奉
仕
を
賜
り
、
神
徳
発
揚
に
功
績
二
稀
有
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

を
あ
げ
ら
れ
て
き
た
方
で
あ
る
。
「
刀
剣
研
：
当
大
社
所
蔵
刀
の
う
ち
信
国
系
に
つ
い
て
は

磨
の
技
を
磨
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
社
で
二
白
刀
、
新
刀
、
新
々
刀
が
あ
っ
た
が
、
古
刀
は

の
ご
奉
仕
に
よ
る
も
の
」
と
い
う
藤
川
氏
の
一
京
信
国
と
伝
わ
る
短
刀
一
口
の
み
で
あ
っ
た
。

感
謝
の
念
を
賜
り
、
こ
の
度
の
奉
納
と
な
っ
一
こ
の
度
、
宇
佐
へ
移
っ
た
一
派
の
手
に
よ
る
古

た
。
こ
ル
が
加
わ
り
、
信
国
一
派
の
刀
の
充
実
に
つ
な

当
日
は
午
後
二
時
よ
り
辺
津
宮
本
殿
に
て
、
こ
か
っ
た
こ
と
は
学
術
的
に
も
意
義
深
い
。

藤
川
氏
と
御
家
族
四
名
が
参
列
し
、
奉
納
奉
i
刀
剣
を
知
り
尽
く
し
た
氏
が
愛
し
た
名
刀

告
祭
を
斎
行
。
続
い
て
、
高
向
宮
司
よ
り
感
こ
は
、
信
国
一
派
の
歴
史
は
さ
る
こ
と
な
が
ら

謝
状
、
記
念
品
の
贈
呈
、
そ
の
後
勅
使
館
で
二
示
像
三
女
神
へ
の
敬
神
の
篤
さ
を
大
い
に
語

直
会
が
行
わ
れ
た
。
る
逸
品
と
い
え
る
。
当
大

奉
納
刀
は
、
古
来
よ
り
社
は
、
名
刀
の
ご
奉
納
に
深

業
物
と
し
て
知
ら
れ
る
宇
謝
す
る
と
と
も
に
、
後
世
に

佐
信
国
の
作
で
「
信
国
吉
伝
え
る
た
め
に
尽
力
し
て

定
」
の
銘
を
も
つ
（
栴
付
）
。
い
く
所
存
で
あ
る
。

吉
定
は
寛
正
(
-
四
八
〇
ー

一
四
六
五
）
頃
の
刀
工
で

三
代
目
と
伝
わ
る
。
宇
佐

信
国
は
京
信
国
の
末
流

で
、
八
代
ま
で
宇
佐
郡
安

心
院
家
に
仕
え
た
が
、
九

代
目
信
国
吉
貞
が
豊
前

か
ら
筑
前
に
行
く
途
中
の

黒
田
長
政
か
ら
寵
を
得
て

名
刀
を

ご
奉
納
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飯
野
郡
、
出
雲
一

l

⇒
'

『

I

郡
ほ
か
全
国
i

中
t
"
の
Y
hり
大
社
の
意
宇

g
祭
）
[
[
[
口

九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
神
郡

□ら
れ
て
お
り
九
州
で
は
唯
一
当
大
一

宗
像
内
の
各
神
社
で
秋
祭
が
行
わ
：
社
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
地
域
は
、
現
一

れ
、
当
大
社
神
職
が
祭
典
奉
仕
又
二
仕
の
宗
像
・
福
津
両
市
に
遠
賀
・
一

は
献
幣
使
奉
仕
の
為
、
出
向
し
た
。
」
鞍
手
・
粕
屋
郡
の
一
部
を
併
せ
た
一

神
郡
と
は
、
七
世
紀
の
律
令
時
二
仏
大
な
範
囲
に
わ
た
る
。
一

代
に
定
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。
一
現
在
、
当
大
社
辺
津
宮
の
本
殿
[

文
字
通
り
『
神
の
領
地
』
で
あ
り
、
：
を
囲
む
よ
う
に
お
社
が
立
ち
並
ん
i

そ
の
一
郡
全
戸
が
神
社
に
属
し
、
二
C

い
る
が
、
こ
れ
は
神
郡
内
に
鎮
座
[

貢
物
を
神
社
に
供
す
る
よ
う
に
定
丁
し
た
百
二
十
七
社
の
御
分
霊
（
現

□
に
お
ら
れ
る
が
、
摂
社
格
で
あ
っ
た

め
ら
れ
た
朝
廷
の
管
理
が
及
ば
な
二
仕
で
は
鎮
座
地
も
不
明
な
お
社
も
こ
名
残
は
、
そ
の
神
社
の
主
要
祭
事

い
特
別
な
郡
で
あ
る
。
全
国
で
は
二
有
る
）
を
お
祀
り
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
に
毎
年
当
大
社
よ
り
神
職
が
献
幣

伊
勢
神
宮
の
多
気
郡
・
度
会
郡
・
：
ら
は
往
昔
、
当
大
社
が
神
郡
の
総
二
使
と
し
て
出
向
し
、
祭
詞
を
奏
上

氏
神
で
あ
っ
た
事
を
物
語
っ
て
い

□
し
て
い
る
。

る
。
又
、
こ
れ
ら
の
お
社
は
、
当
大
一
以
下
、
出
向
奉
仕
し
た
祭
典
を

社
に
所
縁
深
い
神
社
で
あ
る
こ
J
紹
介
す
る
。

厨
』
摂
社
ほ
ど
関
係
が
贋

0
·
直
皿
逗
凪
醤
烹

i
9

月

2
3日
宮
地
嶽
神
社
秋
季
大
祭

な
い
『
末
社
』
に
区
分
さ
れ
て
し
た
＂~

1
0月
5

日
縫
殿
神
社
秋
季
大
祭

現
在
で
は
、
こ
れ
ら
大
部
分
の
~

こ
2
月
9

日
織
幡
神
社
秋
季
大
祭

神
社
に
は
奉
務
さ
れ
る
神
職
が
別
i

□
2
月

1
2日
的
原
神
社
秋
季
大
祭

]

,

'

 -
9月
2
3日
宇
生
神
社
宮
座
祭

-
9月
2
5日
指
来
神
社
宮
座
祭

ニ
2
月
9

日
葦
木
神
社
宮
座
祭

詞
月
1
5日
氏
八
満
神
社
宮
座
祭

一「宗像大社刀剣展」のこ案内
現在、当大社神宝館で御祭神へ奉納された刀剣を
公開しております。
刀匠の技の結晶を皆様是非ご覧下さい。

◆会期
◆時間
◆会場
◆拝観料

1 1 月 23 日（祝）まで
午前9時～午後4時30分

宗像大社神宝館 1 階展示室
大人 500円
大学・高校生 300円

中・小学生 200円

*15名以上は 1 名に付100円引

※展示替え作業のため、

平成23年 11 月 24日（木）・ 25 日（金）は、

館内の一部がご覧いただけない場合がございます。

詳しくは宗像大社0940-62-1311 へ
お問い合わせ下さい。

9'``• • ` • 

••一 1 一°
1—` 

七五三詣のこ案内

宗像大神様に生を受けてから今日まで
無事に成長出来たことを感謝し
将来のご加護を祈願する人生儀礼です。

◆年齢

◆期間
◆初穂料

◆授与品

3歳の男女児、 5歳の男児、 7歳の女児

1 1 月末迄
1 人 5,000円
御守、御幣、千歳飴 ほか

ー、'-~

＇厖閾遭
「秋季奉納盆栽展」のこ案内

^'◆会期 1 1 月 12日（土）～ 15 日（火）まで
し4

．‘◆時間午前8時30分～午後5時

◆会場宗像大社本殿横
◆拝観料無料
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□
ほ
反
共
ビ
ラ
や
台
湾
の

一
自
由
で
豊
か
な
生
活
が

こ
自
一
伝
さ
れ
て
い
る
。
ビ

□
フ
と
共
に
台
湾
製
品
が

i
―
点
だ
け
入
れ
ら
れ
て
器

漂

一
い
る
。
タ
オ
ル
や
針
箱
、
海

し
ん
が
い

今
年
は
中
国
辛
亥
革
命
か
ら
二
凱
が
大
総
統
と
な
っ
た
。
孫
文
は
哀
一
後
に
中
国
国
民
党
の
母
体
と
な
っ
二
仁
鹸
、
香
水
、
靴
下
等
が
あ
る
。
二
り
歌
詞
が
あ
る
。
孫
文
は
一
九
二
五

-
0
0
年
目
に
あ
た
る
。
一
九
―
一
：
世
凱
の
軍
閥
専
制
に
反
対
、
反
衷
丁
た
。
一
海
漂
器
の
漂
着
に
気
が
付
い
た
ニ
ヰ
、
癌
で
亡
く
な
っ
た
。
六
十
歳
。

年
（
明
治
四
四
）
辛
亥
の
歳
に
、
湖
」
運
動
を
起
こ
し
、
第
二
革
命
を
起
一
孫
文
は
、
日
本
や
欧
米
に
亡
命
二
り
は
一
九
七
九
年
代
で
、
一
九
九
一
一
そ
の
後
、
国
民
党
を
継
い
だ
の
は

北
省
武
昌
城
で
、
革
命
派
の
軍
事
：
し
た
が
敗
れ
、
日
本
や
欧
米
に
亡
：
し
て
い
る
。
日
本
に
は
十
数
度
来
て
こ
ヰ
四
月
末
に
台
湾
が
内
戦
終
結
を
二
将
介
石
で
、
初
代
総
統
と
な
り
、
南

反
乱
が
起
こ
り
永
年
続
い
た
清
朝
一
命
し
た
。
一
い
る
し
支
援
者
も
多
く
あ
っ
た
。
孫
一
宣
し
て
中
止
、
そ
れ
以
降
海
漂
器
二
昂
に
首
都
を
置
い
た
が
、
日
本
の
侵

あ
ざ
な

が
倒
れ
た
。
十
二
月
一
日
、
国
民
党
一
孫
文
は
、
字
を
逸
仙
・
中
山
と
一
文
は
、
福
岡
に
も
縁
が
あ
り
、
玄
洋
二
漂
着
は
な
く
な
っ
た
。
一
攻
を
避
け
て
重
慶
に
遷
都
、
さ
ら
に

の
孫
文
が
臨
時
大
総
統
に
就
任
し
二
号
し
た
。
一
八
六
六
年
、
広
東
省
香
□
社
(
-
八
八
一
ー
一
九
四
六
年
の
頭
i
―
九
八
三
年
十
二
月
二
六
日
、
：
共
産
党
軍
の
内
戦
に
敗
れ
て
台
湾

て
、
共
和
制
を
宣
言
。
中
華
民
国
が
了
山
県
に
生
ま
れ
る
。
十
三
歳
の
時
丁
山
満
を
中
心
と
し
た
国
家
主
義
的
二
福
津
市
の
白
石
浜
ー
勝
浦
浜
を
歩
こ
に
移
っ
た
。
今
、
孫
文
を
国
父
と
仰

誕
生
し
た
。
孫
文
は
「
民
主
主
義
、
こ
に
、
兄
を
頼
っ
て
ハ
ワ
イ
に
渡
航
、
キ
ニ
位
翼
団
体
）
と
も
深
く
交
わ
り
、
大
一
い
て
い
た
と
き
漂
着
し
て
い
た
水
二
ぎ
、
三
民
主
義
を
う
た
う
憲
法
は

民
権
主
義
、
民
生
主
義
」
の
三
民
主
□
リ
ス
ト
教
徒
と
な
る
。
香
港
の
医
二
止
二
年
(
-
九
一
三
）
に
は
福
岡
に
二
同
型
の
容
器
の
中
に
孫
文
の
写
真
一
台
湾
に
あ
る
。
一
方
中
国
本
土
で
は

義
を
唱
え
た
。
だ
が
革
命
勢
力
は
二
学
校
を
卒
業
し
て
医
者
と
な
っ
た
。
一
来
て
、
聖
福
寺
の
平
岡
浩
太
郎
（
玄

□
か
五
枚
と
タ
オ
ル
(
3
0
x
3
0
)

一
枚
が
―
一
九
四
九
年
の
社
会
主
義
革
命
の

脆
弱
で
、
間
も
な
く
軍
閥
の
哀
世
i
―
八
九
四
年
、
清
朝
打
倒
を
志
し

□
洋
社
の
幹
部
、
炭
鉱
家
、
代
議
士
）
口
人
っ
て
い
た
。
孫
文
の
写
真
に
は
ニ
一
結
果
、
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
。

て
興
中
会
（
孫
文
が
ハ
ワ
イ
で
二
の
墓
に
詣
で
、
ま
た
西
職
人
町
（
現
二
種
類
あ
っ
て
、
上
半
身
と
顔
面
の
も
二
仏
大
な
領
土
と
人
口
を
も
ち
、
社

広
東
出
身
の
華
僑
を
中
心
に
丁
中
央
区
舞
鶴
）
の
玄
洋
社
も
訪
れ
て
：
の
と
が
あ
る
。
上
半
身
の
も
の
に
は
、
一
会
主
義
国
家
と
し
て
経
済
、
軍
事

組
織
し
た
反
満
革
命
の
秘
密
一
い
る
。
九
州
大
学
に
は
孫
文
揮
竃
一
「
革
命
尚
未
成
功
」
と
あ
る
。
こ
れ
二
血
と
共
産
党
の
一
党
独
裁
政
治
と

政
治
結
社
）
を
つ
く
り
、
た
び
二
り
額
「
學
道
愛
人
」
が
残
っ
て
い
る
。

□
ほ
孫
文
の
遺
言
。
顔
面
の
も
の
は
‘
[
な
っ
て
い
る
0
1
0
0
年
間
に
中
国

た
び
武
力
蜂
起
を
試
み
た
。
一
さ
て
玄
界
沿
岸
に
は
海
流
に
の
っ
二
国
父
孫
中
山
先
生
と
あ
り
、
裏
面
口
は
、
台
湾
と
中
華
人
民
共
和
国
に

て
、
台
湾
の
国
民
政
府
が
こ
に
は
「
国
父
紀
念
歌
」
が
あ
る
。
三□
分
裂
。
双
方
と
も
、
そ
の
達
成
を
主

中
華
人
民
共
和
国
へ
流
し
：
章
節
に
は
一
張
す
る
が
、
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り

て
い
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
（
伝
i
「
民
国
新
成
国
事
如
麻
国
二
孫
文
の
理
想
は
「
革
命
、
ま
だ
な
ら

単
）
が
漂
着
す
る
、
こ
れ
一
父
洋
加
汁
則
」
一
ず
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。

は
海
漂
器
と
称
す
る
も
の
一
「
国
父
精
神
永
垂
不
朽
如
一

だ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
一
同
青
天
白
日
」
一
【
参
考
】

器
に
、
目
に
付
き
や
す
い
一
「
国
父
遺
言
不
要
忘
記
革
一
『
「
玄
洋
社
」
封
印
さ
れ
た
実
像
』

色
彩
を
ほ
ど
こ
し
、
中
に
一
命
尚
未
成
功
」
一
石
瀧
豊
美
海
鳥
社

中華民
國中央政
府在台、

：彫、金、烏

箋共基地
突行三民

主叉，人

民充分享

受着政治

民主，経

済平等，

生活富裕

自由的日

子。

國
笈

（続）

シ
、鬱

＂
一

r
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9
9
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青天白日旗
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北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

蝋
も
鳴
か
な
く
な
り
て
震
災
の
自
然
破
壊
は
―
つ
の
転
機

震
災
を
ひ
と
つ
の
転
機
と
し
て
自
然
破
壊
を
止
め
た
い
と
い

う
作
者
の
祈
り
の
歌
と
読
ん
だ
。

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
~

「
田
園
」
を
知
る
の
み
に
し
て
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
九
州
交
密
楽
団
・
ピ
ア
ノ
聞
き
た
り
[

音
楽
を
聴
く
の
に
知
識
は
な
く
て
も
構
わ
な
い
。
演
奏
会
を
楽
[

し
ん
だ
作
者
。
内
容
を
絞
っ
て
〈
知
る
曲
は
「
田
園
」
の
み
な
れ
[

ど
楽
し
め
り
九
州
交
響
楽
団
演
奏
会
を
〉
と
し
て
は
。
一

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
i

賞
状
に
受
賞
者
の
名
を
入
る
る
と
き
タ
カ
ラ
ヅ
カ
か
と
し
ば
し
ば
思
ふ
i

若
い
人
の
名
は
さ
ま
ざ
ま
で
芸
名
の
よ
う
な
も
の
も
。
違
和
感
に
「
宝
塚
か
い
。
」
と
呟
＜
i

作
者
か
。
三
句
以
下
〈
書
き
て
遇
ふ
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
と
紛
ふ
や
う
な
名
〉
な
ど
と
し
て
も
。
一

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

七
十
の
手
な
ら
い
の
一
っ
ラ
ジ
オ
に
て
基
礎
英
語
き
く
楽
し
み
ま
し
た
り
[

l今
回
提
出
さ
れ
た
ほ
か
の
歌
で
は
体
調
を
崩
し
た
り
さ
れ
て
[

い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
作
者
の
向
学
心
は
健
在
。
四
句
・
[

一
結
句
を
〈
「
基
礎
英
語
」
を
聴
く
楽
し
み
が
増
ゆ
〉
と
し
た
。
[

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣
[

在
り
し
日
に
夫
奉
職
の
ま
な
び
や
の
前
に
仔
ず
み
じ
つ
と
見
上
げ
る
一

か
っ
て
職
場
だ
っ
た
校
舎
を
見
上
げ
、
夫
君
を
懐
か
し
む
作
者
の
一

思
い
の
こ
も
っ
た
一
首
。
二
句
を
〈
夫
の
勤
め
し
〉
と
す
る
と
調
べ
[

が
良
く
な
る
。
夫
は
短
歌
で
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
。
＂

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
[

数
珠
だ
ま
を
い
つ
も
の
川
辺
に
と
り
に
行
く
姑
に
供
へ
む
水
切
り
を
し
て
一

数
珠
玉
を
採
り
に
行
き
仏
前
に
供
え
る
作
者
、
花
で
は
な
い
と
こ
一

ろ
に
お
姑
さ
ん
と
の
間
の
親
し
さ
が
う
か
が
え
る
。
上
の
句
の
一

語
順
を
変
え
〈
い
つ
も
行
き
採
り
し
川
辺
の
数
珠
玉
を
〉0
]

胆
暉
血

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

砂
時
計
逆
に
し
た
ら
ば
こ
と
ご
と
く
元
へ
と
戻
る
魔
法
は
な
き
か

作
者
に
共
感
す
る
。
先
ご
ろ
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
速
度
が
光
よ
り

速
い
こ
と
が
分
か
り
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
の
実
現
も
、
な
ど
と
言
わ

れ
た
が
当
分
は
夢
。
二
句
は
〈
逆
に
し
た
ら
〉
に
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ほ
ぼ
こ
な
す
ゆ
え
安
泰
に
し
て
夕
鮪
の
進
む

規
則
正
し
い
生
活
を
守
り
、
日
課
を
こ
な
す
働
き
者
の
作
者
像
が

見
え
て
く
る
。
日
常
生
活
も
心
の
在
り
よ
う
も
穏
や
か
な
作
者

は
夕
食
を
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
の
だ
、
倣
い
た
い
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

庭
園
の
巡
路
に
つ
づ
る
曼
珠
沙
華
茎
や
は
ら
か
く
咲
き
始
め
た
り

彼
岸
花
の
茎
に
注
目
し
た
の
が
一
首
の
要
。
太
い
緑
の
茎
が
柔

ら
か
と
い
う
表
現
が
適
当
か
ど
う
か
で
評
価
が
分
か
れ
そ
う
だ
。

の
び
や
か
、
な
ど
他
の
言
い
方
も
考
え
て
み
て
は
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

お
ほ
き
字
の
〈
米
だ
け
の
酒
〉
の
傍
ら
に
〈
純
米
酒
に
あ
ら
ず
〉
と
ち
さ
き
断
り

酒
瓶
の
文
字
を
見
て
お
や
お
や
と
思
う
作
者
、
何
酒
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
カ
ッ
コ
内
の
言
葉
が
ラ
ベ
ル
の
印
刷
だ
と
分
か
る
よ
う
に

初
句
は
〈
ラ
ベ
ル
の
文
字
〉
と
し
て
は
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

墓
参
へ
と
雨
の
坂
道
登
り
ゆ
け
ば
墓
地
の
コ
ス
モ
ス
迎
へ
て
く
れ
ぬ

コ
ス
モ
ス
の
花
に
慰
め
ら
れ
た
心
の
動
き
が
丁
寧
に
詠
ま
れ
て

い
る
。
〈
墓
地
に
咲
く
コ
ス
モ
ス
の
花
に
迎
へ
ら
る
雨
の
坂
道
お

参
り
に
来
て
〉
な
ど
言
葉
を
ゆ
っ
く
り
さ
せ
る
方
法
も
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

庭
に
咲
く
バ
ラ
白
萩
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
枕
辺
に
さ
し
眠
り
に
入
り
ぬ

庭
の
花
を
挿
し
た
花
瓶
を
枕
元
に
置
き
、
花
の
香
に
包
ま
れ
気
持
ち
よ
く
眠
っ

た
作
者
だ
ろ
う
。
ニ
・
三
句
を
〈
バ
ラ
と
白
萩
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
〉
と
し
た
い
。

な
ん
と
な
く
心
ざ
わ
め
く
や
う
な
午
後
け
ふ
の
月
齢
十
五
と
気
づ
く

か
く
し
ご
と
す
る
ゆ
ゑ
嘘
を
か
さ
ね
き
て
今
日
の
わ
た
し
は
大
き
玉
ね
ぎ

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
松
林
拓

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

じ俳
句
作
品
集

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

秋
の
蚊
の
人
恋
ひ
来
て
は
打
た
れ
け
り

威
を
増
し
人
は
神
の

こ
臼
誓
一
「
神
は
人
の
敬
に
依
っ
て

徳
に
依
っ
て
運
を
沿
う
」
と
い
う
言
葉
が
有
る
▼

年
に
一
度
、
三
姫
神
が
お
揃
い
に
な
り
、
そ
の
御

恵
を
お
頒
け
頂
く
秋
季
大
祭
。
今
年
は
、
地
域

か
ら
の
要
望
で
神
輿
行
列
が
約
三
十
年
振
り
に

地
元
住
民
奉
仕
の
下
、
神
湊
市
街
地
を
三
基
の

神
輿
が
練
り
歩
き
沿
道
に
は
多
く
の
人
々
が
詰

め
か
け
た
マ
昨
今
伝
統
の
お
祭
り
が
、
人
出
不

足
で
中
止
又
は
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
え
な
い
と

い
う
話
も
耳
に
す
る
中
、
こ
の
よ
う
な
地
元
の

皆
様
の
神
事
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
は
心
強
く
、

そ
の
姿
は
正
に
冒
頭
の
言
葉
が
相
応
し
い
▼
話

は
私
事
へ
変
わ
り
ま
す
が
、
先
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
通
り
「
み
あ
れ
祭
」
当
日
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
無
事
元
気
な
双
子
を
授
か

り
ま
し
た
事
ご
報
告
致
し
ま
す
。
（
松
）

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

秋
鯖
を
挟
み
て
匂
ふ
吉
野
箸


